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ワクチニアウイルス人工感染豚発痘病巣における核内封入体
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生後５ヵ月のＳＰＦ豚下腹部皮膚に切創を作り，ワク

チニアウイルス池田様を接種した。提出標本は接種後３

日の接種部材料である。採材時には発痘はすでに形成さ

れており，切創部に若干の溌出液と痂皮がみられた。

組織像としては先人の記載したヴクチニアウイルス感

染豚の発痘病巣に一致する諸病変に加えて，きわめて特

徴的な所見としてウイルス接種部の表皮細胞の核内封入

体(ＮＩ)形成を指摘しえた(写真１）。ＮＩ保有細胞は密

にあり，それらは変性重度で，核周囲細胞質の大空隙形

成ならびに細胞質の荒廃が目立った。ＮＩは形態的に３

型に分類された。Ｉ型は好中性～や、好酸性の均質なＮ

Ｉで，最も頻繁に認められたもので，ＮＩで充満した核

は腫大し，核膜との間に明庭は目立たなかった。Ⅱ型は

好酸性で線維状構造を指摘しうるＮＩで，核膜との間に
明庭を認めた。Ⅲ型は好酸性の'均質な比較的小型のＮＩ

で，数は少なかった。周囲核形質との境は明瞭で，１細

胞核あたり１～３ケ認められた。電顕的に，ＮＩのそれ

ぞれの型は微細線維(写真２），細線椎(写真３），および

円筒状構造物より構成されており，Ｎ’内にウイルス粒

子あるいはそれと関連する栂造物はみられなかった゜

一方Ｎ，と同一領域に種々の形態を示す原形質封入体

(ＣＤが多数認められた。すなわち好酸性顎粒状を呈し,

比較的小型ではあるが円味を帯び充実したｃ’（型’），

淡明～両色反応性顕粒状を呈し，核膜に沿って細長いＣ

ｌ（型Ⅱ），ならびに好塩基性均質状の小球状をなすＣｌ

(型Ⅲ)が指摘された。ＮＩ保有細胞ではＣＩは認められ

ないか，あるいはⅡ型のｃ’が観察された。篭顕的に，

いずれの型のＣｌもウイルス粒子形成は低く，ＮＩ保有

細胞でみられたⅡ型のＣＩではウイルス粒子は著しく低

形成である上に，形成された粒子の多くはウイロプラズ

マを欠いた中空の粒子であった｡

以上ワクチニアウイルス感染による豚皮膚病巣に関し，

著しく特徴的なＮＩに重点を置き記載した。ＮＩは恐ら

くは感染にともなう二鍍的変化と推察しうるが意義ある

いは成因に関する解明は今後に待つところが多い。
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